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飛田雄一 

新大阪・奈良・和歌山・大阪への「ICOCA旅」 
JR 遠回りの旅＜その２＞ 

 

 

新大阪駅からスタート。（2026 年 1 月 15日） 

第 2弾で、だいぶ余裕がある？ 

以下のスケジュール。ほぼ予定通りに完遂した。うれしい。 

 

新大阪 １１：１１発 

（おおさか東線、３２分） 
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久宝寺 １１：４３着 

〃   １１：５１発 

（大和路快速、２７分） 

奈良  １２：１８着 

〃   １２：２４発 

（桜井線、まほろば、４４分） 

高田  １３：０８着 

〃   １３：２５発 

（２時間５分） 

和歌山 １５：３５分着 

〃   １５：５５発 

（紀州路快速、２時間５分） 

大阪  １７：４０着 

 

いろんな道具、本をもって行った。のに、新大阪で落語の本を買

ってしまった。道中、本はこれを読んだだけだった。あとは、な

にをしとっただって、それが、けっこう忙しかった。 

 

写真、左上から、溝口駅長『遠回り教科書』、『人権歴史マップ』、

ウオークマン（KENWOOD）、『時刻表』、内海愛子『スガモプリ

ズン』、立川志の輔編『古典落語 100 席』、そして、人気ナンバー

ワンのカニ弁当。 

 

弁当は、鳥取県。父の出身が鳥取県。私も結婚するまで本籍が

「鳥取県日野郡日野町根雨」。番地まで覚えていた。それなりにお
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いしかった。 

 

 

 

今回のコース。溝口駅長によると 180 円チケットでも ICOCA で

もＯＫとのこと。私は ICOCAで行った。 

 

「おおさか東線」、私は初めてだ。新大阪駅から北上してから放出

（はなてん）に向かうコース。想像できなかった。放出は昨年、

友人の慎英弘さんと待ち合わせてカラオケにいったところだ。初

めてだった。 

 

はじめてづくしのおおさか東線で、久宝寺。このあとのコースが

ややこしい。溝口駅長の教科書の略図では、以下のとおり。 
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この略図と１頁の地図を比べてみていただいたら、その複雑さが

理解していただけると思う。１頁の地図は登山地図の「金剛・葛

城」。その山々を見ながらの旅でもあった。そのうち、登りたい。 

 

久宝寺から王子をとおりこして奈良へ。奈良から高田まで。高田

から王子発の和歌山行きに乗る。進行方向がごちゃごちゃになる。

私に質問する客も多かったが、それは、無理。 

 

奈良・高田間は、座席が向かい合わせの電車。カニ弁当が食べづ

らい。高田・和歌山間も同じスタイルの電車。ここでくじけては

いけない。客が少なくなったところで食した。食べ終わったら女

子高校生がどかっと乗ってきた。よかった。 

 

読めない駅名もあった。「京終」、分かりますか？ 「きょうばて」。

「帯解」、「おびとけ」。こりゃ、なんだ。どこでどうして帯が解け

たというのか。 
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「サイクルトレイン」の掲示があった。自転車をケースにいれず

にそのまま載せられるのだ。とてもいい。でも、自転車をここま

で持ってくるのが大変だ。 

 

神戸から阪神電車で直接奈良に乗り入れＯＫとなって、輪行で奈

良までサイクリングに来たことがある。まあ、簡単だった。 

 

また、奈良から木津川、淀川を走り、神戸まで走ったこともある。

１５５キロ。私の最高記録だ。いまは、無理だ。いまは、もっぱ

ら電動自転車派になっている。 

 

本。けっきょく落語の本を少し読んだだけだ。あとは、志の輔の

落語を聴いていた。志の輔創作落語の傑作「みどりの窓口」がよ

かった。もう、１０回ぐらい聴いてる？ 

 

みどりの窓口、六甲道駅もなくなった。ジパング倶楽部のチケッ

トを買うのにネット越しの対話をしなければならない。でも、愛

用している。しかたない。 

 

今回の難所は、和歌山駅。溝口駅長も注意を喚起している。 

駅内に改札があるのだ。これを普通に通ったら、もともこも、な

い。 

しかもそこは無人だ。インタホンで、事情を説明して、通しても

らった。 
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最後は、大阪駅。なにしろ朝乗って夕方にでるのだから、機械を

とおしたらNG。「遠回りしてきました」と説明するのだ。 

 

今回の駅員は、まじめだった。 

路線図をみながら、私の説明を聞くのだ。 

「新大阪から、おおさか東線、放出、久宝寺、奈良、高田、和歌

山と回ってきました」 

 

あきれたように、「ほんとだ」という感じでＯＫとなった。 

ICOCA の新大阪での入場記録を削除してくれた。そして、大阪駅
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の改札を１８０円ででたのでありました。JRさん、ありがとう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------ 

飛田雄一 

新大阪・奈良・和歌山・大阪への「ICOCA 旅」 

JR 遠回りの旅＜その２＞ 

-------------------------------------------------- 

202６年１月１７日発行 

執筆・編集・印刷・発行 飛田雄一（ひだ ゆういち） 

〒657-0011神戸市灘区鶴甲 4-3-18-205 

e-mail hida@ksyc.jp 

------------------------------------------------ 


